
令和７年度シラバス（理科）  学番７６ 新潟県立糸魚川白嶺高等学校  

教科(科目) 理科（物理基礎） 単位数 ２単位 学年(コース) ２年次（自然科学，工業） 

使用教科書 数研出版 新編物理基礎 

副教材等 浜島書店 新ゼミナール物理基礎 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 
グラデュエー

ション・ポリシ
ー 

①地域と連携する活動をとおして、地域に愛着を持ち、将来にわたり地域社会に主体的に貢献しようとする
姿勢を育成します。 
②防災減災学習や地域理解学習をとおして、地域の課題を自分事として捉え、解決しようとする態度を育成
します。 
③豊かな心を持ち、思いやりをもって自他を尊重し、国際化に対応したコミュニケーション能力を育成しま
す。 

カリキュラム・

ポリシー 

①基本的生活習慣を確立させる生徒指導や人権教育、同和教育の推進をとおして、規範意識・社会性の涵養、
いじめを許さない態度の育成をするための教育活動を展開します。 
②３年間の系統的で継続的な「白嶺ＨＳＪ(ホップ･ステップ･ジャンプ）」プランによるキャリア教育や防災
減災学習により、学力向上、進路実現を目指すための指導や取り組みを推進します。 
③職業理解、地域理解を深め、地域課題を解決しようとする態度を育成するため、地元の産業界、関係機関等
との連携・協働を推進し、地域の復興や活性化に向けた教育活動に取り組みます。 
 

２ 学習目標         
物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことな
どを通して，物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。 
(1) 日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエネルギーについて理解するとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 
(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 
(3) 物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

３ 指導の重点 

① 物理学特有の考え方や物理学的に探究する方法を観察や実験などを通して学ぶ。 
② 日常生活や社会で活用されている具体的な事例を取り上げて物理学の果たす役割を理解すること。 
③ 問題の演習を通して，物理法則を応用する力を養う。 

４ 評価の観点の趣旨 

a知識・技能  b思考･判断･表現  c主体的に学習に取り組む態度  

物理や物理現象についての理解を深
め，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する技能を身に付け
ている。 

自然の事物・現象の中に問題を見い
だし，見通しをもって観察，実験などを
行い，科学的に探究する力を身に付け
ている。 

自然の事物・現象に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を身に
付けようとしている。 

５ 評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 a知識・技能 b思考･判断･表現 c主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

方 

法 

以上の観点を踏まえ， 
・ペーパーテストの分析 
・観察、実験での表現 
・レポートやワークシート、提出物の
内容の確認 

 
などから、評価します。 

以上の観点を踏まえ， 
・ペーパーテストの分析 
・観察、実験での表現、結果の考察な
どの分析 

・資料やグラフ読み取りの内容確認 
・レポートやワークシート、提出物の
内容の確認 

 
などから、評価します。 

以上の観点を踏まえ、 
・授業中の発言、発表や討論への取り
組みの観察 

・レポートやワークシート、提出物な
どの内容の確認 

・振り返りシートの記述の分析 
 
などから，評価します。 

 

各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」で評価します。 

  

 

 

 



６ 学習計画 

月 単元名 教材名 学習活動（指導内容） 時
間 

評価の観点と評価方

法 

4 第Ⅰ章 

運動とエネル

ギー 

第１節 

物体の運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①速度 

 

 

 

 

②加速度 

 

③落体の運

動 

 

 

 

・物体の変位や速度の表し方につい

て，直線運動を中心に理解する。 

・直線上を運動している物体の合成速

度や相対速度を考えることができ

る。 

 

・物体の加速度を理解し，等加速度直

線運動について式やグラフで考え

ることができる。 

・物体が空中を落下するときの運動を

調べ，その特徴を理解する。 

・自由落下や鉛直投射について，式や

グラフを用いて考えることができ

る。 

 

実験 斜面上の台車の加速度 

8  

 

 

定期テスト 

ａ，ｂ 

 

授業の取り組み 

ａ，ｂ，ｃ 

 
 

 
 
 
 
ａ，ｂ，ｃ 

5 

第２節 

力と運動の法

則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①さまざま

な力 

②力の合成・

分解とつり

あい 

③運動の３

法則 

 

 

④運動方程

式の利用 

 

⑤摩擦力を

受ける運動 

⑥液体や気

体から受け

る力 

・物体にさまざまな力がはたらくこと

を理解する。 

・物体にはたらく力の合成・分解をベ

クトルを用いて扱い，つりあいにつ

いて理解を深める。 

・作用・反作用の法則を扱い，つりあ

う２力との違いを理解する。 

・運動の３法則について，観察や実験

を通して理解する。 

・運動方程式の立て方について学習

し，さまざまな運動状態における運

動方程式の立て方を理解する。 

・摩擦力の特徴を理解し，それを含め

た運動について理解する。 

・水圧と浮力の関係について理解す

る。 

    実験 力のつり合い 

13 

定期テスト 

ａ，ｂ 

 

授業の取り組み 

ａ，ｂ，ｃ 

 
 

6 

7 第３節 

仕事と力学的

エネルギー 

①仕事と仕

事率 

②運動エネ

ルギー 

③位置エネ

ルギー 

④力学的エ

ネルギー 

・仕事，仕事の原理，仕事率を学習し，

物理における｢仕事｣について理解

する。 

・運動エネルギーと仕事の関係につい

て，式を用いて理解する。 

・力学的エネルギーの保存について実

験などを通して学習し，法則が成り

立つ条件とともに理解する。 

14 
定期テスト 

ａ，ｂ 

 

授業の取り組み 

ａ，ｂ，ｃ 

 
 

8 

9 

10 第Ⅱ章 熱 

第１節 

熱とエネルギ

①熱と温度 

 

 

・熱運動，セルシウス温度，絶対温度

を学習し，温度について理解する。 

・熱平衡，比熱，熱容量，熱量の保存，

8 定期テスト 

ａ，ｂ 

 



ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②エネルギ

ーの変換と

保存 

潜熱について理解する。 

・熱量の保存を利用し，物質の比熱を

測定する。 

・熱と仕事が同等であることを学習

し，内部エネルギー，熱力学の第 1

法則を理解する。 

・熱機関と熱効率を学習し，可逆変化

と不可逆変化について理解する。 

・さまざまなエネルギーの移り変わり

を学習したのち，エネルギーの保存

について理解する。 

実験 比熱の測定 

授業の取り組み 

ａ，ｂ，ｃ 

 

 

11 第Ⅲ章 波動 

第１節 

波の性質 

①波の表し

方と波の要

素 

 

 

 

 

 

 

 

 

②波の重ね

あわせと反

射 

・正弦波と波，振幅，波長，周期，振

動数，媒質の振動など，波の要素に

ついて学習する。 

・y－xグラフ，y－tグラフのそれぞれ

の特徴について理解する。 

・波動実験器を用いた観察などを通し

て，重ねあわせの原理と波の独立性

について理解する。 

・重なりあった波の作図などを通し

て，定常波が生じるしくみを理解す

る。 

・パルス波の反射，正弦波の反射につ

いて，反射の仕方，反射波と合成波

の作図の仕方を理解する。 

8 

定期テスト 

ａ，ｂ 

 

授業の取り組み 

ａ，ｂ，ｃ 

 
 

12 第２節 音波 
 

①音波の性

質 

 

 

 

 

 

 

 

②物体の振

動 

 

・音波の伝わり方を学習し，空気中に

おける音速と温度の関係を理解す

る。 

・音の 3 要素(音の高さ，大きさ，音

色)について，音波の波形の特徴を

理解する。 

・身近な現象と関連させ，音の反射に

ついて理解する。 

・うなりが生じるしくみを理解し，う

なりの回数を計算することができ

る。 

・弦や気柱に生じる振動の特徴を学習

し，波の波長，振動数の関係を式を

用いて理解する。 

・振り子やおんさを例に，共振，共鳴

について理解する。 

  実験 弦、気柱の振動 

6 

定期テスト 

ａ，ｂ 

 

授業の取り組み 

ａ，ｂ，ｃ 

 
 

1 第Ⅳ章 電気 

第１節 静電

気と電流 

 

①静電気 

 

 

②電流と抵

抗 

 

・摩擦電気を通して電気現象の原因と

なる電荷を学習し，帯電のしくみに

ついて理解する。 

・電流や電圧とは何かを学習し，オー

ムの法則を理解する。 

・導体の抵抗率が温度変化によってど

7 定期テスト 

ａ，ｂ 

 

授業の取り組み 

ａ，ｂ，ｃ 

 



 

 

 

 

③電気エネ

ルギー 

のように変化するかを理解する。 

・抵抗の直列接続，並列接続における

特徴を踏まえ，合成抵抗を理解す

る。 

・ジュールの法則を扱い，電力量と電

力について理解する。 

2 

～3 

第２節 

電流と磁場 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 

エネルギーと

その利用 

 

①磁場 

②モーター

と発電機 

③交流と電

磁波 

 

 

 

 

①太陽エネ

ルギーと化

石燃料 

②原子力エ

ネルギー 

・電流がつくる磁場について理解す

る。 

・モーターが回転するしくみ，発電機

で電気が生じるしくみを理解する。 

・直流と交流の違いを知り，交流の性

質を踏まえ，変圧器や送電について

理解する。 

・電磁波の発生，電磁波の分類につい

て理解する。 

・太陽エネルギーと化石燃料の特徴に

ついて学習し，エネルギーの流れや

問題点などを理解する。 

・放射線の種類とその性質を学習し，

原子力発電についてのメリットと

デメリットを知る。 

6 

定期テスト 

ａ，ｂ 

 

授業の取り組み 

ａ，ｂ，ｃ 

 
 

                                   計  70時間（50分授業） 
          

７ 課題･提出物等 

・考査ごとに問題集を行ったノートの提出があります。 

・実験を行ったときには、実験レポートの提出があります。 

８ 担当者からの一言 

物理は力、エネルギー、熱、波動、電気と磁気などの基本法則を学びます。宇宙や自然に興味

のある人や電気、機械、情報、建築土木、医療系など理系の進路を考えている人はぜひ学んでく

ださい。 

授業では計算問題がでてきます。定期考査では、計算問題のほか重要語句の説明や穴埋め問題

を出題します。問題集を繰り返し行い、手を動かして計算することで理解が深まります。 

（担当：岡田清武） 

 

 

 

 


